
障害者による文化芸術活動

講師用ガイド



この「講師用ガイド」は、「のぞいてみよう！『障害者による文化芸術』ハンドブック」を使って研修

などを実施する際にお役立ていただけるように作成しました。研修のねらいや時間配分、進行上

のポイント、声かけ例などが記入されています。ぜひご活用ください。

はじめに

教材の構成

障害者による文化芸術活動の意義や関連
する法律、活動事例がまとまった冊子。

「ハンドブック」から要点を抜粋したスライド。
講師の読み上げ台本を発表者ノートに記載。

研修を行う際の参考として活用いただくため
の資料。研修の進め方を確認できるほか、
声かけ例なども掲載（朱筆入りページ）。

全国の支援センターの活動事例や特集記事、イベント案内、報告書など
が多数掲載されていますので、是非参考にしてみて下さい。

講師用ガイド
（★本冊子）

厚生労働省　障害者芸術文化活動普及支援事業
WEBサイト

ハンドブック

スライド

スライド

ハンドブックの内容を、わかりやす
いイラストや図表つきで話すことが
できます。

事例のスライドは、ご自身で作成した
ものと差し替えても構いません。

・読み上げ台本がついています。
・スライドの文章などは、編集でき
ません。（順番入れ替えは可能）

https://arts.mhlw.go.jp/
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想定する使用シーン

講師の心がまえ

●支援センターや行政の担当課、福祉施設、文化施設などで…
　   新任の職員に説明を行うとき
　   組織内外の関係者に、事業の説明や紹介を行うとき
　   福祉施設職員などに、研修やセミナーを行うとき

●そのほかにも…
　   勉強会で障害者による文化芸術活動を扱うとき
　   公民館や教育センターなどで、障害者による文化芸術活動について話をするとき

●講師としての経験が少ない場合は何度か練習して、本番に臨みましょう。練習の際に録音をし
ておくと、自分の話し方の聞き取りやすさや癖などを確認することもできます。

●ハキハキ、ゆっくり、大きな声で話すように心がけてください。
●本番では、時間を気にしつつ、参加者の表情や様子を見回しながら進めましょう。
●ご自身が着任してすぐのタイミングなど、障害者による文化芸術活動に詳しくないのに、講師
を務めなければならない…といった場合もあるかもしれません。そのような場合には、「教えない
と」ではなく、「みなさんと一緒に、考える場にしよう」といった意識で臨むとよいでしょう。

●研修や講義の場では、発言しやすい雰囲気を作ることが大事です。下記のコツを参考にしましょう。

ファシリテーションのコツ
参加者が発言しやすい雰囲気を作るためには、講師がファシリテーション（facilitate：～を促す）を
意識して行うことが効果的です。 例えば…

　　　　　　　　　
●講師が「最近、障害者による文化芸術活動について心が動かされたこと」を話題提供する
●2～5人で自己紹介タイムをつくる

●2～5人で感想共有タイムをつくる
　対話のコツ（長い時間一人が喋らない、否定しない、うなずきながら聴くなど）を提示する

●全体に問いかける
　「みなさんはどう思いますか？」「こういったご経験はありますか？」

●出てきた発言を受け止める
　「◯◯さんは△△を大事にされているのですね。」
　「なるほど、ありがとうございます。」

アイスブレイク   … 場をあたためる工夫

講義中  … 参加者が積極的に対話・発言するための工夫

スライドだけの使用や、
ハンドブックの第3章のみを
使用するなど、必要に応じて
柔軟にご活用ください。
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さまざまな研修にご使用いただくため、スライドのみを使って簡潔に概要をレクチャーする場合
（10分版）や、グループで感想の共有をしたり、ハンドブックを読んだりといったアクティビティを
行う場合（30分版・60分版）の3つのパターンを紹介しています。ご自身が担当する研修の目的や
持ち時間などをふまえて、適宜調整しながら研修計画を立ててください。
また、P.8 以降には、ハンドブックを読んで理解を深めるためのポイントや、声かけ例をまとめて
います。ハンドブックを使いながら研修を行う場合は、「ここでこんな指示や声かけをしてみよう」
など、イメージして研修に臨みましょう。

研修の進め方

使用教材：【スライド（10分版）】のみ。（ハンドブックは各自で研修前後に読むように伝える）
準 備 物：印刷したスライド資料（参加者配布用）、スライド投影用のプロジェクターとパソコン
想定場面：朝礼、必修研修の一部で話すとき、相談窓口で説明するとき、新任者に業務の説明をするとき

使用教材：【スライド（30分版）】のみ。（ハンドブックは各自で研修前後に読むように伝える）
準 備 物：印刷したスライド資料（参加者配布用）、スライド投影用のプロジェクターとパソコン
想定場面：勉強会、研修、出前講座、組織内で対話したいとき

スライドは、10分で読み上げられるよう、発表者ノートに台本を記載しています。
もし時間が余ったら、感想を言ってもらう、質疑応答の時間にあてる、などしましょう。

スライドを用いて話をする

ペアワークは「事例を参考に取り入れたい工夫やまねしたいポイントはありますか？」
など、参加者の課題に合わせて話し合うテーマを変更しても構いません。

スライドを用いて
話をする

2～3人でグループとなり、
感想や気づきを話す

全体で、感想や気づきを
共有する

10分で簡潔に

30分でテーマを絞って対話

クロージング

8 分 5分

予備時間（５分）

10分

10分 2分

パターン

 ❶

パターン

❷
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30分研修の進め方の例

パターン

❷

時間

事前準備

目安 やること使用教材 スムーズに進めるヒント
開
始
時
間
に
あ
わ
せ
て
書
き
込
む

●予め２～３人程度のグルー
プワークができるように机
や椅子を配置しておく

●準備物は机の上に用意して
おく

●グループ分けについては、可能な限り、知り合い
同士で固まらないように声かけを行う

●会場などの都合により、グループワーク形式で
の進行が難しい場合は、席の隣同士でペアを
組んでもらうといった方法もある

:

～

:

:

～

:

10分 スライド 
（30分版）
pp.1-15

①スライドによる説明
●はじめに講師自身の紹介を
する

●スライドを使って一通り説
明を行う

●スライド内の事例については参加者の属性や
ニーズ、説明のしやすさなどに応じて、ご自身で
作成したものと差し替えてももちろんOK！

8分 スライドの
P.16を投影
しておく

②感想共有
●講師は感想共有の進め方に
ついて説明をする

●その後、参加者２～３人でグ
ループになり、自己紹介と
感想を話してもらう

:

～

:

5分 スライドの
P.17を投影
しておく

③全体共有
●参加者のうち、2～3人に、
「どんな話がでましたか？」
など研修を通じた感想や
気づきについて発言を促す

2分 スライドの
P.18を投影
しておく

④クロージング
●最後のスライドを読み、お礼
を述べて、研修を終える

●ワークをしているあいだ、どんな意見が出てい
るか、歩きながら様子を把握する。

● 一部の人が長く発言して、他の人が話せなくな
ることを防ぐため、「時間内にグループのみな
さんが全員話せるように時間配分をお願いしま
す」など声かけを行う

●参加者の中には気もそぞろに場に参加していた
り、①の説明を聞いて「自分は何も知らない」と
不安に感じていたりする恐れもある。そんなと
き、少人数の場で発言できると気持ちの切り替
えに役立つ

●グループの中で誰から話すかについて、「誕生日
が近いほう」「朝早く起きたほう」など、決め方を
提示するのもOK！

●まずは全体に向けて、発言したい人がいないか
を問いかける。会場から手が挙がらない場合、
グループワーク中に、話し合いが活発だった
グループや参加者などに発言を依頼する

● 発表に対し、「ありがとうございます」「なるほ
ど！」「こういう風に思われたんですね」などの
リアクションをして、次の人を指名する（一つ
ひとつの発言を無理にまとめなくてよい。）

● 発言を促す以外にも、模造紙やホワイトボード
などに付箋をまとめて貼ってもらう、各グループ
でどんな意見が出たのかを参加者全員で見回
る、感想を提出してもらうなどのやり方でも可

● 進行状況に応じて、各項目の時間を増やす、
質疑応答を行うなどに使用する

5分 予備時間
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使用教材：【スライド（60分版）】、ハンドブック
準 備 物：印刷したスライド資料＋ハンドブック第３章事例（pp18-25）（参加者配布用）、付箋（2色）、 
 スライド投影用のプロジェクターとパソコン
想定場面：勉強会、研修、出前講座、組織内で対話したいとき
会場設営：３～５人のグループワークができるように机や椅子を配置

対話のアクティビティを入れたパターン（30分版・60分版）では、発言しやすい場作りも重要です。
講師用ガイドP.３を見ながら、講師としてどんな工夫を行うか検討してみてください。

60分でじっくり対話する

読み込んだ事例の簡単な概要と、付箋の内容に
ついて、グループ内で、1人２分～4分程度で紹介する

会場全体で、感想や
気づきを共有する

5分

6分

3分

予備時間（６分）

60分研修の進め方の例

パターン

❸

パターン

❸

10分

12分

18分

時間

事前準備

目安 やること使用教材 スムーズに進めるヒント
開
始
時
間
に
あ
わ
せ
て
書
き
込
む

●予め3人～5人程度のグルー
プワークができるように机
や椅子を配置しておく

●準備物は机の上に用意して
おく

●グループ分けについては、可能な限り、知り合い
同士で固まらないように声かけを行う

●会場などの都合により、グループワーク形式で
の進行が難しい場合は、席の隣同士でペアを
組んでもらうといった方法もある

❹グループワーク ❺全体共有 ❻クロージング

スライドを用いて話を
する

３～５人でグループとなり、
自己紹介と、スライドによる
説明を聞いて興味を持った
ことや気になったことについ
て1人1分程度で話をする

ハンドブック第3章の事例から、
各自興味のある事例を一つ読
み込み、「印象に残ったこと・も
っと知りたいこと（疑問点）」を
付箋に記入する

 ❶スライドによる説明 ❷参加者自己紹介 ❸ 事例の読み込み
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目安 やること使用教材 スムーズに進めるヒント

:
～

:

:

～

:

10分 スライド
(60分版）
pp.1-15

①スライドによる説明
●はじめに講師自身の紹介を
する

●スライドを使って一通り説
明を行う

●スライド内の事例については参加者の属性や
ニーズ、説明のしやすさなどに応じて、ご自身で
作成したものと差し替えてももちろんOK！

6分 スライドの
P.16を投影
しておく

②参加者自己紹介
● 講師は参加者自己紹介の
進め方について説明をする

●その後、グループ内で、参加
者に自己紹介と、①の説明
を聞いて、一人一言「興味を
持ったことや気になってい
ること」を話してもらう

:

～

:

18分 印刷した
ハンドブック
第3章の
事例ページ

スライドの
P.17を投影
しておく

③事例の読み込み
● 講師は事例の読み込みの
進め方について説明する

12分 スライドの
P.18を投影
しておく

④グループワーク
● 講師は事例の読み込みの
時間が終わったら、グルー
プワークの進め方について
説明し、グループワークを始
める

●一部の人が長く発言して、他の人が話せなくな
ることを防ぐため、「時間内にグループのみな
さんが全員話せるように時間配分をお願いし
ます」など声かけを行う

●参加者の中には気もそぞろに場に参加していた
り、①の説明を聞いて「自分は何も知らない」と
不安に感じていたりする恐れもある。そんなと
き、少人数の場で発言できると気持ちの切り替
えに役立つ

●グループの中で誰から話すかについて、「誕生日
が近いほう」「朝早く起きたほう」など、決め方を
提示するのもOK！

● 事例の読み込みは各自でペースが異なる。早く
読み終わった人には他の事例を読むように促す。

● 参加者には、気兼ねなく、できるだけたくさん
付箋に記入してほしい旨を伝えると意見が出
やすくなる。

●もし可能であれば、付箋に書いた内容をグルー
プ内で共有しやすいように、太めの水性マジック
などを用意しておくとよい

● 全体共有に備えて、どんな意見が出ているか、
歩きながら発言や様子を把握する

● 進行状況に応じて、各項目の時間を増やす、
質疑応答を行うなどに使用する

5分 スライドの
P.19を投影
しておく

⑤全体共有
● 参加者のうち、2～3人に
研修を通じた感想や気づき
などについて発言を促す

●まずは全体に向けて、発言したい人がいないか
を問いかける。会場から手が挙がらない場合、
グループワーク中に、話し合いが活発だった
グループや参加者などに発言を依頼する

● 発表に対し、「ありがとうございます」「なるほ
ど！」「こういう風に思われたんですね」などの
リアクションをして、次の人を指名する（一つひ
とつの発言を無理にまとめなくてよい。）

● 発言を促す以外にも、模造紙やホワイトボード
などに付箋をまとめて貼ってもらう、各グループ
でどんな意見が出たのかを参加者全員で見回
る、感想を提出してもらうなどのやり方でも可

3分 スライドの
P.20を投影
しておく

⑥クロージング
● 最後のスライドを読み、お
礼を述べて、研修を終える

6分 予備時間

時間
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8

朱筆入りページ

・みなさんは障害者による文
化芸術活動というと、どん
なイメージをお持ちですか？

・これまで、障害者による文化
芸術活動について、目にした
り、参加したりしたものはあ
りますか？

声かけ例

ここからは、講師を行う際に、
・ハンドブックの内容の理解を深めるためのポイント
・研修の参加者に考えてほしいポイント　などをまとめています。
自分で研修内容をカスタマイズするときや、グループワークでの声かけ（問いかけ）の際に、参考にして下さい。



9



10

・障害者による文化芸術活動に
ついて、考え方やイメージが変
わったことはありますか？

声かけ例
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・事例を読んで、どんな気づき
がありましたか？

・事例を読んで、興味や関心が
高まったものはありますか？

声かけ例

アドバイス

・障害者による文化芸術活動の事例は、第 3 章の pp.18-25 にも
掲載しています。

・地域の活動事例を調べたい場合は、各地域の障害者芸術文化
支援センターのWEBサイトなども参照してください。
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・自分が文化芸術活動に携わる
場合、どんなことを大事にした
いと思いましたか？

声かけ例
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アドバイス

・参加者に「問い」について考えてもらうのも効果的です。



14

アドバイス

・近年、障害者による文化芸術活動を支える法律や制度が整備されています。
ただし、そうした現状は長年にわたる障害のある人自身や障害福祉施設の
実践、企業などの支援といった民間の取組があったことをおさえておきましょう。
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アドバイス

・障害者文化芸術活動推進法や障害者文化芸術活動基本計画において、
どのようなことを重視しているか伝える際には、視点1～3を伝えましょう。
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・障害者芸術文化活動支援センターは中間支援の役割を担っており、
主に相談支援、人材育成、ネットワークづくり、機会創出、情報発
信の 5つの事業を行っています。ご自身が関係する自治体の支援
センターや広域センターでは、具体的にどのような事業を行っているか
知るために、興味があれば一度 WEBサイトを確認してみましょう。

声かけ例
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19

・地方公共団体においても障害者による文化芸術活動推進計画の策定
などが努力義務とされています。ご自身が関係する自治体では、障害
者による文化芸術活動の目的や目指す姿が計画などを通じてどのよう
に定められているのか、確認してみてください。

声かけ例
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アドバイス

・参加者の属性（障害福祉施設の職員、文化芸術分野の人、
行政職員など）にあわせて、どの部分に力点を置いて説明
説明するかを調整すると、効果的です。
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・（参加者がどれを読むか迷っている場合）
タイトルや地域、芸術ジャンルなどから、興味を持ったもの
を読んでみましょう。

声かけ例
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・ご自身で活動する際に、参考にしたり、工夫したり
できそうだと思ったところに、線を引いてみましょう。

声かけ例

ここでは、事例の一つを例に、声かけ例を掲載しています。
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・大事だと感じたところに線を
引いてみましょう。

声かけ例
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アドバイス

・地域の事例を調べたい場合は、厚生労働省の障害者芸術
文化活動普及支援事業のWEB サイトや、各支援センター
のWEB サイトなども参照してください。

・支援センターに、自分の地域にはどのような取組があるか
聞いてみるのもGOOD！


